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▶先日，医療シミュレーション教育の第一人者で
あるハワイ大学医学部教授ベンジャミン・バーグ
先生のインストラクショナルデザインに関するレク
チャーを聴講させていただきました。その中で学習
者の自律的学習を支えるための，指導者によるデ
ブリーフィングやフィードバックについてお話があり，
本号の特集テーマ「承認」と共通する部分がある
と感じました。バーグ先生はアクティブラーニングの
場における指導者の姿勢として，「熱心な聞き手
であること」「柔軟な思考を持つこと」「指導者自身
に焦点を当てないこと（学習者の視点や体験を
重視すること）」「さまざまな技法を駆使すること」「静
か，穏やかであること」の5点を挙げられました。
単に「スタッフの承認を」と言われてもなかなか難
しい部分があると思うのですが，スタッフを尊重し，
敬意を表するための行動指針として，バーグ先生
による5つのポイントは臨床でも役立つのではな
いかと感じました。� （小齋）

▶埼玉県は海なし県として有名だからでしょうか，
川魚料理の老舗が多く残っており，うなぎや鯉が有
名です。▶鯉はうなぎと同じく精のつく食べ物として
重宝されてきたようです。刺身を氷水で締める「洗
い」，味噌煮込みにする「鯉こく」，甘辛く煮る「うま
煮」のような食べ方があり，特に鯉こくはお母さん
が食べるとよく母乳が出ると言われ，埼玉だけでな
く関東を中心に鯉食文化があったそうです。泥臭そ
うなイメージがありますが，調理方法がしっかりして
いると癖もなく，脂が適度にのって美味です。▶中
国の伝承にある鯉の滝登りや，男の子の節句定
番のこいのぼりなど，縁起物としての性格も備えて
います。池でパクパクとエサを待つ姿を見ると，なん
だか間抜けに見えますが，改めてその存在を捉え
直すと優秀なことに気が付きます。表面だけでなく，
一見分からないよさに目を向けることも重要だと感
じる瞬間です。▶お店で出てくるのは，そのへんか
ら獲ってくるのではなく食用です。� （宇津井）
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臨床試験・治験にアクティブに関わる
CRCとの協働を支える看護マネジメント
近年，専門的知識と科学的センスを持って，手厚い被験者ケアを提供する臨床看護師の役割
に注目が集まっている。データの質と医療安全を担保した臨床試験・治験を行い，日本発の新
たな治療やケアを生み出すためにはその存在が欠かせなくなっている。本特集では，そうした臨
床看護師と臨床研究コーディネーター（CRC）の役割の違いや協働における課題を，さまざま
な立場から解説し，試験の質と被験者ケア，スタッフの安全を担保するための看護マネジメント
について考察する。

【コラム】治験サンライズカンファレンスのこと◉井部俊子
臨床試験・治験の動向と臨床看護師に求められていること
十分な被験者ケアとデータの質の担保◉小原泉
海外で広がる臨床研究看護の概念と日本の状況を踏まえて
臨床看護師だからこそできる被験者ケア◉藤原紀子
臨床試験・治験にポジティブに関わるための臨床看護師とCRCの協働
臨床看護師の立場からの提言◉松田夕香
臨床試験・治験を円滑に実施するための運営
CRCの立場から考える臨床研究看護◉山岸美奈子
新しい治療やケアを生み出す臨床試験・治験に関わる意義◉山本晴子
外来通院治療センター看護師とCRCの連携
円滑な実施のためのツールの工夫◉中濱洋子
一般診療の流れに沿った治験・臨床試験の円滑な実施◉新美三由紀
巻頭
うちの師長会・主任会㉙　日本赤十字社 長崎原爆病院

特別記事
【昭和大学病院の臨床と基礎教育が連携した取り組み①】
［対談］臨地実習への「臨床教員制度」の導入
昭和大学の理念と臨床教員制度導入の背景◉小口勝司／市川幾恵

アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いいたします。

facebookやってます！
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